　　　　　　　新発田インターンシップ事業推進協議会規約　
(名称)
第1条 　本会は｢新発田インターンシップ事業推進協議会｣と称する。
(目的)　
第2条 　本会は、主として新発田市の大学、高等学校、産業界(新発田市以外の胎内市、阿賀野市、聖籠町を含む)、行政等が一体となり、連携を強化することによって、インターンシップ事業を円滑かつ効率的に推進することで、若者の就労意欲の形成、次代を担う人材の育成、産業の活性化、地元就職の促進、就職後の職場適応と定着等を図ることを目的とする。
(事業)
第3条 　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1) インターンシップの実施
(2) インターンシップに関する情報の収集及び提供
(3) その他、本会の目的を達成するために必要な事業　
(委員会)
第4条 　本会は、毎年2回、委員会を開く。
2　委員会は、年度当初にインターンシップ実施計画等についての事項を審議　　　
する。
3　委員会は、インターンシップ終了後に実施状況を検証し、次年度の事業内
容の改善、充実を図り事業の改善に努めるものとする。
(役員、任務、任期)
第5条 　本会に次の役員を置く。
　  (1)会　長　　　　　　　1名
　(2)副会長　　　　　　　1名
　  (3)委　員　　　　　　 17名程度(会長、副会長を含む)
2　会長、副会長は委員の中から互選する。
3  委員は、新発田市の大学、高等学校、会議所推薦事業所(製造業、サービス業各1社)、新発田市、新発田商工会議所、豊浦商工会、紫雲寺商工会、加治川商工会、新発田公共職業安定所から選出する。
4  会長は、本会を代表し、会務を総括する。
5  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けるときは、
その職務を代行する。
6 　委員は、会務の執行にあたる。
7　 役員の任期は、特に設けないこととする。なお、退職・転勤等の異動があった場合は後任を推薦する。
(顧問)
第6条　本会に、顧問を置くことができる。
(1) 顧問は、インターンシップ実施に係る事業所等の情報、周知に詳しい社会保険労務士等を2名程度会長が委嘱する。
(2) 顧問は、本会の業務に関し、適宜助言を行うことができる。
(3) 顧問の任期は、前5条7の規定を準用する。　
(オブザーバー)
第7条
　委員会にオブザーバーを出席させる。
2　オブザーバーは、新発田市・新発田商工会議所の各2名程度関連部署から出席する。
(事務局)
第8条　本会に事務局を置く。
　2　事務局は、本会の会務及び委員会の運営に係る事務を執り行う。
  3　事務局を、新発田市中央町3-7-2　新発田商工会議所はつらつ仕事館に置　　　
　　く。
(事業年度)
第9条　本会の事業年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。
(付則)
第10条　本規約は、平成23年　6月　8日から施行する。
　 
